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Relationships of Fermentation Manure Liquid Nitrogen in Paddy Soil and Growth of Rice
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Changes in NH4-N concentration in soil.
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Relationships of NH4-N in soil on Jun.12 and nitrogen amount in
rice (left) and relationships of NH4-N in soil and yield (right).
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Relationships of DON conc. in

soil on May 29 and NH,4-N
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	２．調査概要
	(1)調査地区　調査は京都府南丹市八木町に位置する水田圃場5筆において実施した．有機態窒素成分の無機化期間の効果を実証するため，Table1に示すように基肥の施用を行った．
	圃場①
	圃場②
	圃場③
	圃場④
	圃場⑤
	田植え1週間前に液肥を流し込み（一部5m×20m区画を無施肥）
	田植え1週間前に液肥を機械で表面（左半分）と土壌中（右半分）に散布
	田植え3週間前（右半分）と田植え2週間前（左半分）に液肥を機械で土壌中に散布
	圃場③と同様
	対照圃場として化学肥料を施用
	　対照圃場を除いて，穂肥は流し込みによって行った．基肥と穂肥の施用量はともに窒素成分で5.66kg/10aとした．
	(2)イネの生長量，収量との関係
	　土壌採取日ごとの各態窒素濃度と幼穂分化期および出穂期のイネの生長量（窒素保有量，乾物重，窒素濃度），収量との相関を検討したところ，6月12日（田植え後19日）のNH4-Nとイネの窒素保有量の関係が顕著に現れた（Fig.2）．このことから，田植え後約20日後における土壌中のNH4-Nの量が多いことが収量増加に対して効果的であると考えられる．また，このNH4-NはFig.1で示唆されたように，有機態窒素の分解，無機化によって生じた可能性が高いため，6/12以前の溶存有機態窒素（DON：KCl溶液抽出T-N－KCl溶液抽出NH4-N－水抽出NO3-N）と比較したところ，5/29のDONとの相関が見られた（Fig.3）．DONは液肥中の溶存成分の内25%程度であり，施肥の数日後から増加する傾向であった．これらはより粒子の大きい有機物が分解されたものと考えられるため，田植え前に設けた無機化期間に，このような粗粒子有機態窒素が溶存態に分解されたと考えられる．

